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お
知
ら
せ

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

「長浜市ゼロカーボンシティ宣言」を行いました
　問 環境保全課 ☎６５－６５１３

  2050年までに温室効果ガス排出実質ゼロをめざします

  宣言への期待

　近年、温室効果ガス排出の増大が原因とされる気
候変動で、記録的な猛暑や短時間豪雨が発生するな
どの影響がでており、温室効果ガスの削減は緊急の
課題で、早急な対応が必要です。
　このような中、本市の地域資源に由来する再生可
能エネルギーの活用、森林の整備による二酸化炭素
の吸収や炭素の貯蔵効果もある市産材の活用など
を進めてきました。
　令和３年３月に「第２次長浜市地球温暖化対策実
行計画(区域施策編)」を策定したことを契機に、さら
に脱炭素社会に向けた取組みを推進するため、令和
４年３月20日(日)、オンラインで開催された「環境に
やさしい日フェア」に合わせて、長浜市ゼロカーボ
ンシティ宣言を表明しました。

　ゼロカーボンとは、企業や家庭から排出される二
酸化炭素などの温室効果ガス(カーボン)を削減し、
削減しきれない排出量を森林の吸収分と相殺して、
実質的に排出量をゼロにすることです。今回の宣言
は、2050年に二酸化炭素排出量実質ゼロをめざす
もので、これを契機に、市民・事業者・行政が一体と
なって脱炭素社会の実現に向けた取組みを推進し
ていきます。

ゼロカーボン宣言全文 
(市ホームページ)▶

ゼロカーボン宣言の様子
(動画)▶

▲ヨシ植え▲会議の様子▲提言▲勉強会

　人口減少、少子高齢化を見
据えたまちづくりのために
立ち上がった湖北市民会議
は、環境をキーワードに長浜
の経済活動を支え、発展させ
ようと、大学や金融機関、各
種団体とともに湖北環境経
済協議会を立ち上げ、市内で

120人規模の勉強会を開催するなど活動を着実
に進めております。
　その活動の一環として、昨年９月、長浜市に
「ゼロカーボンシティ宣言」をするよう提言をさ
せていただきました。それが実り、今回、長浜市
が宣言されるに至ったことを嬉しく思います。
　宣言が実効性のあるものとして機能するため
に、我々も啓発活動などを力強く進めてまいり
ますので、よろしくお願いいたします。

　ながはまアメニティ会議
は、市民の手で長浜の快適
な環境を作ろうと平成元年
に結成され、星空や水鳥の
観察会、アメニティ・フォー
ラムの開催、ヨシ植え、姉川
上下流交流会などを開催し
てきました。

　また、持続可能な社会への理解と実現が図れ
るよう市民、事業者・団体が連携し、毎年「環境
にやさしい日フェア」を開催しています。近年
では「地球温暖化対策」や「ＳＤＧｓ」をテーマに
掲げ、太陽光パネルを利用した発電など太陽光
発電事業にも取り組んでいます。こうした中で
表明された「長浜市ゼロカーボンシティ宣言」
は、アメニティ会議の活動を推進する大きな力
になるものと思います。

湖北市民会議

髙
たかはし

橋 康
やすゆき

之 会長
ながはまアメニティ会議

西
にしかわ

川 丈
た け お

雄 会長

長浜曳山祭 ４月13日(水)～16日(土)
新型コロナ対策をとりながら、本来の祭に近い形での神事祭事が執り行われました。

　ユネスコ無形文化遺産に登録されている長浜曳山祭ですが、新型コロナ
の影響で令和２年は全面的中止、令和３年は規模を縮小しての開催となり
ました。
　コロナ禍ではありますが、伝統・文化を継承していくために本来の祭り
の形に立て直したいという思いもあり、今年は最善の感染防止対策をとり、
規模を縮小しながら本来の祭に近い形での祭典執行をすることとしまし
た。このような形で実現でき、大変嬉しく思います。
　今後も次世代に伝統・文化を継承できるように力を注ぎたいと思います。
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萩
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あ し か が け
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

な
が
は
ま
見
聞
録

お
元
気
で
す
か

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日のごみ持込み日は
５月22日(日)です。※クリーンプラントは事前予約が必要です。問環境保全課☎６５－６５１３

若
者
養
育
世
帯
へ
の
応
援
給
付
金
の

申
請
受
付
は
５
月
末
ま
で

長
浜
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

問 

若
者
世
帯
へ
の
応
援
給
付
金
窓
口 

☎
65
・
６
５
２
８

問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
65
・
６
５
０
３

問 

社
会
福
祉
課 

☎
65
・
６
５
３
６

湖
北
病
院
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

伝
統
的
街
並
み
景
観
形
成
事
業
補
助
金
の

受
付
は
５
月
20
日
ま
で
で
す

問 

長
浜
市
病
院
事
業
職
員
選
考
委
員
会(

管
理
課
内) 

☎
82
・
６
１
４
３

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
６
５
４
５

　
７
月
24
日
に
執
行
予
定
の
長
浜
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

 【
日
時
】

　
５
月
24
日(

火)

14
時
～

 【
会
場
】

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階 

多
目
的
ル
ー
ム(
八

幡
東
町)

 【
対
象
者
】

　

選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
や
そ

の
関
係
者

 【
立
候
補
で
き
る
人
】

　

満
25
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
長
浜
市
議

会
議
員
選
挙
の
選
挙
権
が
あ
る
人

※ 

そ
の
他
要
件
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変
世
帯
に

対
し
て
、
１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
給
付
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

〇
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
２
月
中
に
市
か
ら

案
内
文(

支
給
要
件
確
認
書)

を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、返
信
用
封
筒

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 【
提
出
期
限
】 

５
月
13
日(

金) 

〇
家
計
急
変
世
帯
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
令
和
３
年
１
月
以
降
に
家
計
が
急
変
し
、

非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
が
あ
る
世
帯
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
給
付
金
の
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 【
申
請
期
限
】９
月
30
日(

金)

　

若
者
を
養
育
す
る
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
応
援
給
付
金
と
し
て
若
者
一
人
当
た
り

10
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

 【
支
給
対
象
者
】

　
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
所

が
あ
り
、若
者(

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成

15
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人)

を
養
育
し

て
い
る
父
母
等

 【
提
出
書
類
】

〇
給
付
金
申
請
書

〇
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

 （ 

運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

保
険
証
の
写
し
等
の
表
裏
い
ず
れ
か
１
点
）

〇 

申
請
者
の
受
取
口
座
を
確
認
で
き
る
書
類

の
写
し

 （ 

通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
の
金
融
機

関
名
、口
座
番
号
、口
座
名
義
が
わ
か
る
書

類
い
ず
れ
か
１
点
）

※ 
世
帯
に
よ
り
追
加
で
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 【
申
請
方
法
】

　
基
準
日(

令
和
４
年
１
月
１
日
時
点)

に
市

内
に
住
民
票
が
あ
る
若
者
の
養
育
者
あ
て

に
、
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

若
者
の
住
所
が
市
外
の
場
合
、
申
請
書
の

郵
送
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
支
給
対
象
者
の

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
申
請
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 【
申
請
期
限
】

　

５
月
31
日(

火)

必
着

 【
そ
の
他
】

　
・ 

本
給
付
金
に
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

　
・ 

申
請
後
、審
査
を
行
い
、順
次
振
込
予
定

で
す
。

　
・ 

既
に
本
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た
人
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

　
・ 

若
者
が
基
準
日
時
点
で
結
婚
し
て
い
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

　
・ 

申
請
時
に
必
要
な
書
類
や
詳
し
い
内
容

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

 【
職
種
】 

看
護
師

 【
採
用
予
定
人
数
】 

10
人

 【
受
験
資
格
】 

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○ 

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
よ
る
看
護
師

の
免
許
を
有
す
る
人(

令
和
５
年
７
月
末
日

ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む)

○ 

市
内
ま
た
は
近
接
地
に
居
住
で
き
、夜
間
等

の
緊
急
呼
び
出
し
に
容
易
に
応
じ
ら
れ
、交

替
勤
務
が
で
き
る
人

 【
試
験
日
】 

第
１
回　
５
月
21
日(

土)
 　

　
　
　

 

第
２
回　
６
月
11
日(

土)

※ 

い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
日
を
申
込
み
く
だ

さ
い
。

 【
試
験
会
場
】

　
長
浜
市
立
湖
北
病
院(

木
之
本
町
黒
田)

 【
申
込
期
限
】

　
　
　
　
　
第
１
回　
５
月
10
日(

火)

　
　
　
　
　
第
２
回　
５
月
31
日(

火)

※
当
日
消
印
有
効

※ 

受
験
申
込
書
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、郵
送
で
の
請
求
や
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
商
店
街
地
域
の
町
家
を
中
心
と
し
た
伝
統

的
街
並
み
を
将
来
に
引
き
継
ぎ
、
観
光
客
等

で
賑
わ
う
た
め
の
基
盤
整
備
を
図
る
た
め
、

今
年
度
限
定
で
町
家
を
店
舗
と
し
て
再
生
活

用
す
る
取
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

 【
補
助
対
象
地
域
】

　
景
観
形
成
重
点
区
域
等(

長
浜
駅
周
辺
中

心
市
街
地
、北
國
街
道
木
之
本
宿)

 【
補
助
対
象
物
件
】

　
昭
和
25
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
軸
組

工
法
の
町
家

 【
応
募
締
切
】５
月
20
日(

金)
 【

審
査
会
】６
月
２
日(

木)

※ 

事
業
の
詳
細
、
応
募
や
審
査
方
法
等
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担
当
課

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

手
話
で
共
に
暮
ら
す
長
浜
市
手
話
言
語
条
例

(

概
要)

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

問 

し
ょ
う
が
い
福
祉
課 

☎
65
・
６
３
７
２　
FAX 

64
・
１
７
６
７

　
〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２　

shogaifukushi@
city.nagaham

a.lg.jp

　

手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
お
よ
び
手
話

を
使
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
基
本

理
念
を
定
め
た
「
手
話
で
共
に
暮
ら
す
長
浜

市
手
話
言
語
条
例
」の
概
要
が
で
き
ま
し
た
の

で
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

 【
募
集
期
間
】

　
５
月
27
日(

金)

ま
で
※
当
日
消
印
有
効

 【
閲
覧
場
所
】

　
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
窓
口
、市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー(

本
庁
舎
１
階
）、北
部
振
興
局
、各
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 【
提
出
方
法
】

　
任
意
の
様
式
に
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
電
話

番
号
を
記
載
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員・児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問 

社
会
福
祉
課 

☎
65
・
６
５
３
６

民
生
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
民
生
委
員
と
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た

め
、地
域
住
民
を
見
守
り
、生
活
や
福
祉
全
般

の
相
談
に
応
じ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
困

り
ご
と
の
内
容
に
よ
っ
て
、
適
切
な
専
門
機

関
へ
繋
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
中

に
は
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
も
い
ま
す
。

５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

　
民
生
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と

い
う
役
割
の
ほ
か
、
高
齢
者
宅
の
訪
問
や
登

下
校
時
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
子
育
て
サ
ロ

ン
の
開
催
な
ど
、
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
民
生
委
員
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
介
護
や
子
育
て
な
ど
に
つ
い
て

の
心
配
・
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
民
生
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▲高齢者宅への訪問・見守り

▲登下校時のスクールガード

毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。５月14日(土)西友長浜楽市店　10時～ 11
時30分、13時～ 15時30分　詳細は滋賀県赤十字血液センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９
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ニ
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お
元
気
で
す
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令
和
４
年
度
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率
を
据
え
置
き
ま
す

問 
保
険
年
金
課 

☎
65
・
６
５
１
２

　
国
民
健
康
保
険(
国
保)

は
、
ケ
ガ
や
病
気
の

と
き
に
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で

助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
近
年
、
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介

護
納
付
金
の
増
加
が
続
き
、国
保
の
財
政
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
国
保
の
運
営
は
県
単
位
と
な
っ
て
お
り
、県

が
、１
年
間
に
必
要
な
県
全
体
の
医
療
費
を
計

算
し
、
各
市
町
の
所
得
水
準
等
に
応
じ
て
、
標

準
保
険
料
率
を
示
し
ま
す
。

　
今
年
度
、県
が
示
し
た
標
準
保
険
料
率
は
、

令
和
３
年
度
と
比
べ
平
均
世
帯
で
0.9
％
上
が

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、国
保
の
基
金
を
投

入
し
て
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
の
改
正

　
令
和
４
年
度
か
ら
、未
就
学
児
に
か
か
る
均

等
割
保
険
料
の
５
割
を
軽
減
し
ま
す
。

(

例)　

 

均
等
割
保
険
料(

医
療
分
＋
支
援
分)

が

３
３
，
１
０
０
円
の
場
合
は
、
５
割
が

軽
減
さ
れ
て
１
６
，
５
５
０
円
と
な
り

ま
す
。

保険料率の決め方
　滋賀県が県全体の医療費などの総額を推計し、その
結果に基づいて市町ごとに標準保険料率を提示しま
す。それを参考に、市町が保険料率を決定します。

保険料額（年額）の参考例
①年金収入110万円（所得０円）
　70歳代　１人世帯(７割軽減)　保険料：17,160円
②給与収入約212万円(所得140万円)
　夫65歳、妻65歳の２人世帯(軽減なし)　保険料：171,100円
③給与収入約400万円(所得276万円)
　夫55歳、妻52歳の２人世帯(軽減なし)　保険料：364,370円

１世帯あたりの保険料額
　所得割額と均等割額、平等割額をすべて加算したものが、世帯の保険料額となります。

令和４年度保険料率 医療分　※１ 支援分　※２ 介護分　※３
所得割額

(前年所得－43万円)×率 5.86％ 2.47％ 2.21％

均等割額(１人あたり) 23,400 円 9,700 円 11,400 円
平等割額(１世帯あたり) 17,000 円 7,100 円 5,700 円

賦課限度額 650,000 円 200,000 円 170,000 円

※１　医療分・・・ 医療給付費(医療に係る費用の７割相当分)に充てるためのもので、被保
険者の皆さんに負担していただきます。

※２　支援分・・・ 後期高齢者(75歳以上の人)の医療費の一部を支援するもので、被保険
者の皆さんに負担していただきます。

※３　介護分・・・ 介護保険に要する費用に充てるためのもので、40歳以上64歳までの人(介
護保険の第２号被保険者)に負担していただきます。

〇
国
民
健
康
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

　

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
均
等

割
額
と
平
等
割
額
を
軽
減(

７
割
・
５
割
・
２

割
軽
減)

し
て
い
ま
す
。
軽
減
は
、
前
年
の
所

得
を
も
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
な

い
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
て
い

な
い
と
所
得
不
明
と
な
り
軽
減
判
定
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、所
得
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

〇
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
料
を
軽
減

　
リ
ス
ト
ラ
な
ど
会
社
都
合
で
離
職
し
、国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」に
記
載
さ
れ
た
離
職

理
由
が「
11
、12
、21
、22
、23
、31
、32
、33
、34
」

の
い
ず
れ
か
で
、離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の

人
は
、
届
出
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

〇
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
10
回
で
す

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
年
度
単
位(

４
月
〜

翌
年
３
月)

で
計
算
し
、
１
年
間
の
保
険
料
を

６
月
〜
翌
年
３
月
の
10
回
に
分
け
て
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
人
は
、
公

的
年
金
か
ら
の
納
付
と
な
り
ま
す
。
納
付
方

法
は
６
月
中
旬
に
発
送
す
る
納
付
通
知
書
に

記
載
し
ま
す
。

〇
納
付
書
は
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
ご
と
に
計
算
し
、

納
付
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、保
険
料
の
計
算
対
象
と
な
る
の
は
国
保
加

入
者
の
み
で
す
。

〇 

令
和
４
年
度
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
す
る
世
帯
主
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　
世
帯
主
が
75
歳
と
な
り
、後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
す
る
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
中
止
し
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

〇
保
険
料
は
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
発
生
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、納
付
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
納
が
続
く
と
、
有

効
期
限
が
短
い(

６
か
月)

被
保
険
者
証
を
交

付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未
納
が
あ
る
と

限
度
額
適
用
認
定
証
※
の
交
付
や
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※ 「
限
度
額
適
用
認
定
証
」と
は
、
入
院
時
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
分
が

高
額
療
養
費
の
限
度
額
ま
で
に
な
る
証
明

書
の
こ
と
で
す
。

〇 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
保
険
料
の
支
払

い
が
可
能
で
す

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
・
Ｐペ

イ

ペ

イ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
等
で
保
険
料

の
支
払
い
が
可
能
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
専
用
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、納
付
書
に
印
字

さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

で
、い
つ
で
も
お
支
払
い
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

６
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

問 

保
険
年
金
課 

☎
65
・
６
５
１
２

　

 

健
康
推
進
課 

☎
65
・
７
７
５
９

年
に
一
度
は
必
ず
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険(

国
保)

特
定
健
診
は
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
が
対
象
で
、
糖
尿
病
や
高
脂

血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
で
き

ま
す
。
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め

に
、ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
か
ら
、
市
の
総
合
健
診
会
場
と
指
定
医

療
機
関
で
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
対

象
の
人
に
は
５
月
下
旬
に
受
診
券
を
お
送
り

し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
健
診
の
受
診

率
は
以
前
よ
り
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
受

診
率
が
上
が
る
と
、
県
か
ら
の
交
付
金
が
増
え

る
た
め
、
結
果
と
し
て
保
険
料
の
急
激
な
上
昇

を
抑
え
る
な
ど
、
安
定
的
な
国
保
運
営
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
な
お
、
職
場
で
健
診
を
受
け
て
い
る
人
、
通

院
治
療
中
の
人
、
０
次
健
診
を
受
け
る
人
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
も
、
特
定
健
診
を
受
け

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

受
診
券
と
と
も
に
お
送
り
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
年
受
け
る
と
受
診
費
用
無
料
に

　
特
定
健
診
は
本
来
約
８
，
０
０
０
円
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
が
、
長
浜
市
国
保
加
入
者
は

１
，０
０
０
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
定
健
診
を
毎
年
続
け
て
受
け
て

い
る
人
は
受
診
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
特
定
健
診
を
受
診
し
た
人
は
、

今
年
度
の
受
診
費
用
が
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
健
診
を
受
け
た
結
果
、
保
健
指
導
に

該
当
し
た
人
は
、
ど
な
た
も
無
料
で
保
健
指
導

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
お
得
な
制
度
を
利
用
し
て
、
健
康
を
維
持
し

ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
を
受
け
る
際
は
感
染
症
対
策
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
受
診
の
際
に
は
、
可
能
な
限
り
マ
ス
ク
の
着

用
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
体
温
測
定
等
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ
り
特

定
健
診
の
実
施
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５月５日（木・祝）から１週間は「児童福祉週間」です。この機会に、親子のふれあいや子どもの健全育成、
児童虐待問題、子どもの権利について考えましょう。

医療費総額

被保険者の
窓口負担

【イメージ】

国、県からの
支出金など 『保険料』
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不
法
投
棄
と
は

　
山
林
や
河
川
、
道
路
、
琵
琶
湖
岸
な
ど

に
、
家
電
製
品
な
ど
の
粗
大
ご
み
や
家
庭

ご
み
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み

な
ど
を
捨
て
る
行
為
で
す
。

　
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る
と
、
ま
ち
の
美

観
が
損
な
わ
れ
、
悪
臭
や
周
辺
の
土
壌
・

水
の
汚
染
な
ど
様
々
な
自
然
環
境
に
悪
影

響
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
不
法
投
棄
し
た
場
合
は
、
廃
棄
物
の
処

理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
罰

則
が
科
せ
ら
れ
、
行
為
者
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
則
に
処

せ
ら
れ
、
ま
た
は
そ
の
両
方
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、法
人
に
あ
っ
て
は
、１
億
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
土
地
・
建
物
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、そ

の
場
所
を
清
潔
に
保
つ
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。
も
し
ご
み
が
捨
て
ら
れ
、行
為
者
が

特
定
で
き
な
い
場
合
は
、自
ら
の
責
任
で
処

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
不
法
投
棄
へ
の
防
止
対
策
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
啓
発
看
板
を
付

け
た
り
、
日
ご
ろ
か
ら
簡
単
に
人
が
立
ち
入

り
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ご
み
を
捨

て
ら
れ
に
く
い
場
所
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

地
域
の
不
法
投
棄
防
止
活
動
を
支
援
し

ま
す

①�

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業

　

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
次
に
定
め
る
活
動
に
取
り
組
む
自

治
会
等
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

�【
要
件
】

〇
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル　
年
10
回

〇
散
乱
ご
み
の
収
集　
年
２
回

〇�

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
周
辺
環
境

の
整
備

　
ま
た
は
啓
発
活
動　
年
１
回

�【
補
助
金
額
】

　
上
限
15
万
円

※�

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
等
、
詳

し
く
は
、
事
前
に
担
当
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

②
自
治
会
へ
の
啓
発
看
板
の
配
付

　
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
啓
発
看
板
等
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
配
付
を
希
望
さ
れ
る

自
治
会
は
、
担
当
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

配
付
で
き
る
枚
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
看
板
の
設
置
に
必
要

な
手
続
き
等
は
、
各
自
治
会
で
お
願

い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
等
の
車
検
に
は
軽
自
動
車
税

(
種
別
割)

納
税
証
明
書
が
必
要
で
す

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免
申
請
は
５
月
末
ま
で
で
す

不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

問�
税
務
課�

☎
65
・
６
５
０
８

問�

税
務
課�

☎
65
・
６
５
０
８

問�

環
境
保
全
課�

☎
65
・
６
５
１
３

　

車
検
に
必
要
な
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

納
税

証
明
書
の
取
得
方
法
は
納
付
方
法
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

�【
納
付
書
払
い
】

　
納
税
証
明
書
は
納
税
通
知
書
に
連
な
っ
て
い

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
付
後
、
押
印
さ
れ
た

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�【
口
座
振
替
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
払
い
】

　
納
期
限(

５
月
31
日)

ま
で
に
納
付
し
た
人
に
、

６
月
中
旬
に
納
税
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※�

６
月
中
旬
ま
で
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場

合
は
次
の
も
の
を
持
参
し
、税
務
課
、北
部
振

興
局
く
ら
し
窓
口
課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

①
本
人
確
認
書
類

②�

引
き
落
と
し
が
記
帳
さ
れ
た
通
帳（
口
座
振

替
の
場
合
の
み
）

※�

対
象
車
両
の
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

に
滞
納

が
あ
る
場
合
は
、
納
税
証
明
書
を
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持

ち
の
人
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�【
対
象
者
】

　
し
ょ
う
が
い
の
区
分
お
よ
び
等
級
、所
有
者
、

運
転
者
、
使
用
目
的
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
人

�【
申
請
期
間
】

　
５
月
２
日(

月)

～
31
日(

火)

�【
申
請
場
所
】

　
税
務
課
、北
部
振
興
局
く
ら
し
窓
口
課
、各
支
所

�【
必
要
書
類
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
等

②
運
転
者
の
運
転
免
許
証(

写
し
可)

③
自
動
車
検
査
証(

写
し
可)

※�

そ
の
他
生
計
同一証
明
書
、通
院
・
通
学
・
通
勤
・

通
所
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

看
護
師
が
ご
自
宅
へ
訪
問
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
看
護
師
と
い
え
ば
、病
院
や
外
来
、診

療
所
で
働
い
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
今
回
は
看
護
師
が
自
宅
に
訪
問
し
、

看
護
を
提
供
す
る「
訪
問
看
護
」と
長
浜

病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
訪
問
看
護
は
病
気
や
し
ょ
う
が
い
の

あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
ご
家
庭

で
自
立
し
た
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
看
護
師
が
自
宅
に
訪
問
し
、
病
状
や

療
養
生
活
の
課
題
に
応
じ
た
看
護
ケ
ア

(

リ
ハ
ビ
リ
含
む)

を
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
が
ん
性

疼と
う
つ
う痛
看
護
認
定
看
護
師
、
特
定
行
為
研

修
を
修
了
し
た
看
護
師(

特
定
看
護
師)

を
含
む
11
人
の
看
護
師
と
１
人
の
理
学

療
法
士
が
在
籍
し
、
24
時
間
対
応
可
能

な
体
制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

地
域
の
診
療
所
や
施
設
、
併
設
病
院
の

各
部
門
と
連
携
し
、
質
の
高
い
在
宅
看

護
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
自
宅
で
最
期
ま
で
過
ご
し
た

い
と
望
む
人
や
、医
療
機
器
管
理
、医
療

処
置
が
必
要
な
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の「
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
場
所

で
、
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
」と
い
う
希

望
に
寄
り
添
い
、苦
痛
や
不
安
を
少
な
く

過
ご
せ
る
よ
う
、か
か
り
つ
け
医
や
他
職

種
と
連
携
し
、適
切
な
緩
和
ケ
ア
が
提
供

で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
原
則
医
師

が
実
施
す
る
医
行
為(

特
定
行
為)

を
、医

師
の
許
可
を
得
た
特
定
看
護
師
が
医
師

に
代
わ
っ
て
自
宅
で
実
施
す
る
と
い
っ

た
新
し
い
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
患
者
さ
ん
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
、

訪
問
看
護
を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
に
よ

り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
訪
問
看
護
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
年
齢
に
制
限
な
く
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
医

師
、看
護
師
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
行
政
窓
口
等
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問�

市
立
長
浜
病
院

　

�

☎
68
・
２
３
０
０〈
代
表
〉

市立病院通信-○-133

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “健康豆知識 ”
などを紹介します。

長浜病院訪問看護ステーション
管理者�河

かわ

野
の

�智
とも

一
かず

　

一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み

を
畑
や
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
焼
却
処
理
す

る
野
焼
き
は
、
法
律
に
よ
り
原
則
禁
止
さ

れ
、罰
則
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る

住
民
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪
化
を

ま
ね
く
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、
健
康
に

も
悪
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
法
律
上
の
規
制
も
あ
り
ま

す
が
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
例
外
と
さ
れ
て
い

る
野
焼
き
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
か

ら
煙
や
悪
臭
で
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
は
、
中
止
や
焼
却
方
法
の
指
導
等
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
風
向
き
等
も
考
慮
し

て
く
だ
さ
い
。

禁
止
の
例
外

○�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却(

例
：
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
地
域
の
行

事
に
お
け
る
不
要
と
な
っ
た
門
松
、
し

め
縄
等
の
焼
却)

○�

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

れ
る
廃
棄
物
の
焼
却(

例
：
農
業
者
が

行
う
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
、
漁
業
者
が

行
う
漁
網
等
に
付
着
し
た
海
産
物
の

焼
却)

○�

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上

で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の(

例
：
た
き
火
、暖

を
と
る
た
め
の
落
ち
葉
や
薪
の
焼
却
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー)

○�

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施

設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却

○�

震
災
、風
水
害
、火
災
、凍
霜
害
そ
の
他

の
災
害
の
予
防
応
急
対
策
ま
た
は
復

旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

※�

火
災
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
は
消

防
署
へ
、
産
業
廃
棄
物(

事
業
活
動
に

伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物)

の
焼
却
や
常

習
性
が
あ
る
等
の
悪
質
な
場
合
に
は
、

警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

問�

環
境
保
全
課�

☎
65
・
６
５
１
３

▲軽自動車税納税
　証明書
　(継続検査用)

▲市税の納め方

野
焼
き
の
罰
則

　
違
反
し
た
場
合
は
、
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
、
行
為
者
は
５
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
こ
の
両
方
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
３
億
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

な
が
は
ま
見
聞
録

お
元
気
で
す
か

 【
登
録
期
間
】

　
登
録
日
か
ら
２
年
後
の
年
度
末
ま
で

 【
登
録
方
法
】

　
登
録
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直
接
ま
た

は
郵
送
で
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
様
式
は
、担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問 
人
権
施
策
推
進
課(

☎
65
・
６
５
６
０)

　
「
行
政
の
制
度
は
分
か
り
に
く
い
」、「
私
の
ま

ち
の
歴
史
が
知
り
た
い
」、「
健
康
で
過
ご
す
に

は
」な
ど
、身
近
な
疑
問
や
市
政
に
つ
い
て
、市
職

員
等
が
地
域
に
出
向
き
、市
の
取
組
み
や
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 【
講
座
メ
ニ
ュ
ー
】

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。ま
た
、担
当
課
で
冊
子
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対 
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ(

自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
な
ど)

申 
実
施
希
望
日
の
１
か
月
以
上
前
に
、各
担
当
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

問 
市
民
活
躍
課(

☎
65
・
８
７
１
１)

　

喫
煙
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
化
リ
ス
ク
の
中

で
も
、最
大
の
リ
ス
ク
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
内
外
の
研
究
で
は
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

場
合
で
も
、た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人
に

比
べ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
に
よ

る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、禁
煙

を
通
し
て
自
分
や
大
切
な
人
の
健
康
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

 【
禁
煙
外
来
に
つ
い
て
】

　

条
件
を
満
た
す
と
保
険
適
用
を
受
け
て
禁
煙

外
来
を
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話
で
の

お
問
い
合
わ
せ
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 
健
康
企
画
課(

☎
65
・
７
７
７
９
）

　

農
地
を
耕
作
す
る
た
め
所
有
権
や
貸
借
権
を

取
得
す
る
に
は
、一
定
以
上
の
権
利
取
得
後
の
耕

作
面
積
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
新
規
農
業
者

の
育
成
や
、農
業
に
関
心
を
も
っ
て
家
庭
菜
園
を

始
め
た
い
人
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、４
月
１

日
か
ら
次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、権
利
取
得
後

の
耕
作
面
積
が
0.1
ａ(

10
㎡)

以
上
で
耕
作
を
始

め
ら
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 【
要
件
】

① 

対
象
農
地
は
、農
用
地
区
域(

青
地)

以
外
を
基

本
と
す
る
こ
と

② 

指
定
農
地
の
自
治
会
お
よ
び
近
隣
自
治
会
に

居
住
し
て
い
る
人

③ 

登
記
目
的
の
農
地
取
得
を
防
ぐ
た
め
、最
初
の

３
年
間
は
貸
借
と
す
る
こ
と(

３
年
間
の
耕

作
状
況
に
よ
り
取
得
も
可
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局(

☎
65
・
６
５
４
９)

　

長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
地
域
の
文
化
遺

産
・
自
然
遺
産
の
保
護
と
継
承
を
呼
び
か
け
る

活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、湖
北
地
域
の
習
俗
や
生
活
、自
然

な
ど
を
知
る
機
会
と
し
て
、市
民
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
５
月
28
日(

土) 

14
時
30
分
～
15
時
30
分

場 
市
役
所
本
庁
舎(

八
幡
東
町)

１
階

　
多
目
的
ル
ー
ム

内 
演
題
：
写
真
集『
地
図
か
ら
消
え
た
村
』の

　
発
刊
に
寄
せ
て

定  

30
人(

先
着
順)

講 
湖
北
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
所 

　
所
長 

吉よ
し
だ田 

一い
ち
ろ
う郎　
氏

申 
電
話
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

問
長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会(

生
涯
学
習
文
化
課
内)

　

(

☎
65
・
６
５
５
２)

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

家
庭
菜
園
が
始
め
や
す
く
な

り
ま
し
た

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(
Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

を
用
い
た

全
国
的
な
訓
練
で
、
市
で
は
防
災
行
政
無
線(

屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー)

と
連
動
し
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

日
５
月
18
日(

水)　
11
時

　
８
月
10
日(

水)　
11
時

　
11
月
16
日(

水)　
11
時

　
令
和
５
年
２
月
15
日(

水)　
11
時

問
防
災
危
機
管
理
局(

☎
65
・
６
５
５
５)

 　
熱
中
症
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、自

宅
に
使
用
で
き
る
エ
ア
コ
ン
が
１
台
も
な
い
在

宅
高
齢
者
を
対
象
に
、購
入
ま
た
は
修
理
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 【
補
助
内
容
・
補
助
額
】

〇
エ
ア
コ
ン
の
購
入
お
よ
び
設
置
費
用

〇
エ
ア
コ
ン
の
修
理
費
用

※
購
入
の
場
合
は
新
品
に
限
り
ま
す
。

※ 

補
助
額
は
実
費
分(

千
円
未
満
切
り
捨
て)

。

最
大
５
万
円
。

対 
申
請
時
に
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

① 

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人（
今
年
度
中
に
65

歳
に
な
る
人
を
含
む
）

② 

同
一
世
帯
の
全
員
が
、市
税
、介
護
保
険
料
、国

民
健
康
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
完
納
し
て
い
る

③ 

自
宅
に
エ
ア
コ
ン
が
な
い(

故
障
に
よ
り
使
用

で
き
る
エ
ア
コ
ン
が
１
台
も
な
い
場
合
を
含

む)

④ 

自
宅
が
賃
貸
住
宅
等
の
場
合
は
、所
有
者
か
ら

エ
ア
コ
ン
の
設
置
ま
た
は
修
理
に
つ
い
て
同

意
を
得
て
い
る

申 
申
請
書
を
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
案
内
、
申
請
書
は
担
当
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

※ 

購
入
ま
た
は
修
理
す
る
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。

締 
５
月
９
日(

月)

～
９
月
30
日(
金)

※ 

予
算
の
上
限
に
達
し
次
第
、受
付
を
終
了
し
ま

す
。

他 
申
請
は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
１
台
限
り
、
か

つ
、
１
家
屋
に
つ
き
１
回
１
台
限
り
可
能
で

す
。
補
助
対
象
は
高
齢
者
が
日
常
的
に
過
ご

さ
れ
る
居
室
に
設
置
・
修
理
す
る
エ
ア
コ
ン

の
み
で
、ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
は
対

象
外
で
す
。

問 
長
寿
推
進
課(

☎
65
・
７
７
８
９)

　
市
で
は「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
実
現
を
め

ざ
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
、と
も
に
考
え
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 【
応
募
人
数
】

　
２
人

 【
任
期
】

　

令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
５
月
31

日
ま
で
の
２
年
間

 【
応
募
資
格
】

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

① 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
建
設

的
な
意
見
を
持
つ
人

② 

年
４
回
程
度
の
委
員
会(

平
日)

に
参
加
で
き

る
人

③
４
月
１
日
現
在
、満
18
歳
以
上
の
人

④
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
し
て
い
る
人

⑤
公
職
お
よ
び
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
人

⑥ 

市
の
附
属
機
関
の
委
員
を
３
つ
以
上
し
て
い

な
い
人

申 
任
意
の
様
式
に
①
住
所
、②
氏
名
、③
年
齢
、④

性
別
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
に
関
す
る
意
見
や
提
案
な
ど(

８
０
０
字

程
度)

を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

※ 

委
員
の
決
定
は
選
考
委
員
会
で
行
い
、結
果
は

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

締 
５
月
13
日(

金)

問 
人
権
施
策
推
進
課(

☎
65
・
６
５
６
０)

　
〒
５
２
６・８
５
０
１ 

八
幡
東
町
６
３
２

   
jinken@

city.nagaham
a.lg.jp

　
市
で
は
、男
女
が
と
も
に
参
画
し
、多
様
な
意

見
や
考
え
な
ど
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、女
性

人
材
バ
ン
ク「
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
は
、市
の
施
策
や

方
針
決
定
に
関
わ
る
様
々
な
審
議
会
や
委
員
会

等
の
委
員
候
補
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
持
つ
経
験
や
能
力
を
、市
政
に
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対 
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

① 

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
し
て
い
る
人

② 

４
月
１
日
現
在
、満
18
歳
以
上
の
女
性
の
人

③ 

市
政
に
関
心
を
持
ち
、審
議
会
な
ど
の
委
員
と

し
て
活
動
す
る
意
欲
が
あ
る
人

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

※ 

市
の
一
般
職
員
や
常
勤
の
特
別
職
員
、議
員
は

対
象
外
で
す
。

日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー

ト)
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
の
た
め
エ
ア
コ

ン
購
入・修
理
費
用
を
補
助
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

女
性
人
材
バ
ン
ク「
か
が
や
き
ネ
ッ

ト
」登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
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お
知
ら
せ

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

　
己
高
山
は
、木
之
本
町
古
橋
に
あ
る
標
高

９
２
３
メ
ー
ト
ル
の
山
で
、近
江
に
お
け
る

山
岳
信
仰
の
中
心
と
な
る
山
で
す
。

　

己
高
山
に
は
観
音
寺
・
法
華
寺
・
石
道

寺
・
満
願
寺
・
安
楽
寺
・
松
尾
寺
・
円

満
寺
と
い
っ
た
寺
が
点
在
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
己
高
山
と
寺
院
の
由
緒
を
伝
え

る
の
が
『
己
高
山
縁
起
』
で
す
。
応
永
14
年

(

１
４
０
７)

に
春し

ゅ
ん
ぜ
ん全
と
い
う
僧
に
よ
っ

て
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
甲
乙
の
二
巻
か

ら
な
り
、「
当と

う
ざ
ん
そ
う
そ
う
の
こ
と

山
草
創
事
」
か
ら
始
ま
り
、

「
学が

く
と
う
ぼ
う
の
こ
と

頭
坊
事
」
ま
で
12
か
条
に
わ
た
っ
て
己

高
山
の
歴
史
を
記
し
て
い
ま
す
。「
当
山
草

創
事
」に
よ
る
と
、古
老
の
言
い
伝
え
で
は
、

己
高
山
は
近
江
国
の
鬼
門
で
あ
り
、行ぎ

ょ
う
ぎ基
に

よ
っ
て
開
か
れ
、泰た

い
ち
ょ
う澄
に
よ
っ
て
修
行
の
場

と
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、最さ

い
ち
ょ
う澄
に
よ
る
寺
の
再
興
に
つ

い
て
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
己
高
山
の
草

庵
で
修
行
を
し
て
い
た
最
澄
は
、山
頂
付
近

に
奇
異
を
感
じ
、
そ
の
場
を
訪
れ
て
み
る

と
、
十
一
面
観
音
の
仏
頭
を
発
見
し
ま
す
。

す
る
と
「
白し

ら
や
ま
は
く
お
う

山
白
翁
」
と
称
す
る
白
山
の
神

が
現
れ
、仏
像
を
造
っ
て
付
近
の
荒
廃
し
た

寺
跡
を
復
興
す
る
よ
う
に
伝
え
た
と
い
い

ま
す
。

　
『
己
高
山
縁
起
』
に
泰
澄
や
最
澄
の
前
に

現
れ
た「
白
山
白
翁
」が
登
場
す
る
の
は
、己

高
山
が
白
山
と
修
行
す
る
者
の
深
い
関
わ

り
に
よ
り
成
立
し
た
修
験
の
地
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
己
高
山
を
中
心
と
す
る
仏
教
圏
に
は
、
奈

良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
造

形
的
・
技
術
的
に
優
れ
た
仏
像
な
ど
が
多
数

残
っ
て
お
り
、
当
時
の
隆
盛
を
今
に
伝
え
ま

す
が
、
一
方
で
歴
史
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
点
に

お
い
て
、『
己
高

山
縁
起
』は
、己
高

山
仏
教
圏
の
様
子

を
知
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

シリーズ○シリーズ

 市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。
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 問  

長
浜
城
歴
史
博
物
館

 

　
（
☎
63
・
４
６
１
１
）

　滋賀県指定文化財
「己

こだかみやまえんぎ

高山縁起 二巻」
　指定日：昭和58年３月 28日
　所在地：鶏足寺

▲己高山縁起

「
議
長
席
へ
の
敬
意
」

　
市
長
に
な
っ
て
初
め
て
経
験
す
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
一
つ
が「
議

長
席
へ
の
敬
意
」
で
す
。
私
は
、
市
長
に

な
っ
て
か
ら
、
市
議
会
の
議
場
に
出
入
り

す
る
際
に
、
市
議
会
議
員
の
中
の
多
く
の

皆
さ
ん
が
議
長
席
に
向
か
っ
て
一
礼
し
て

い
る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。
議
会
は
、
国

で
あ
れ
地
方
で
あ
れ
、
ヤ
ジ
や
罵
声
・
怒

号
が
飛
び
交
い
、
批
判
の
対
象
と
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
し
か
し
、議
会
は
、

二
元
代
表
制
の
下
で
は
、
市
民
の
代
表
が

集
っ
て
議
論
す
る
場
で
す
。
そ
の
場
を
指

揮
す
る
議
長
に
対
し
て
、
敬
意
を
示
す
こ

と
は
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ
と
に
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
敬
意
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、議
員
は
神
聖
な
場
に
出
て
、そ
の

代
表
で
あ
る
議
長
に
対
し
て
、
そ
の
指
示

に
従
う
べ
き
だ
と
い
う
心
構
え
が
で
き
る

で
し
ょ
う
し
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
が

神
聖
な
場
を
汚
す
行
為
に
対
す
る
是
正
の

気
持
ち
を
起
こ
す
材
料
に
な
る
と
思
う
の

で
す
。

　
実
は
、
私
が
33
年
余
の
間
仕
事
を
し
て

い
た
裁
判
所
の「
法
廷
」も
同
様
の
こ
と
が

い
え
ま
し
た
。「
法
廷
」で
は
、
検
察
官
や

弁
護
士
は
当
事
者
席
に
座
っ
て
い
ま
す

が
、発
言
す
る
際
に
は
必
ず
直
立
し
ま
す
。

こ
れ
は
裁
判
所
へ
の
敬
意
を
示
す
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
に
不

満
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
正
式
に
異

議
を
出
す
場
合
以
外
は
、
ど
ん
な
歯
に
衣

着
せ
ぬ
法
律
家
で
あ
っ
て
も
従
う
の
が
一

般
で
す
。
こ
れ
は
裁
判
所
へ
の
敬
意
が
前

提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
の
中
の
多
く
の
皆
さ
ん

が
、
議
長
席
に
向
か
っ
て
一
礼
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
、
故
郷
の
市
議
会
に
良
き
慣

例
が
残
っ
て
お
り
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
こ
の
慣
例
が
形
式
的
な
も
の
に
終

わ
る
こ
と
な
く
、
実
り
の
あ
る
議
論
を
も

た
ら
す
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

一
ひ と

言
こ と

主
ぬ し

浅見 宣義

▲長浜市議会議場

浅見 宣義

市長コラム②
このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

 ３月20日(日)
壮大なオペラの歌声にのせて
　長浜文化芸術会館で、長浜城築城にまつわる伝承をもとに市
民が協働して制作する、長浜市民創造オペラ「しのぶときく」が
上演されました。
　築城には人柱となる娘が必要だった時代。仲の良い姉妹に
訪れた悲しい運命を演奏や身振り手振り、そして壮大なオペラ
の歌声にのせて表現されました。
　圧巻のステージが披露された会場は、拍手に包まれました。

３月28日(月)
親子で機関車を清掃
　長浜駅の開業140周年を記念して、長浜鉄道スクエアで展示
されている機関車の清掃が行われました。
　当日は11人の親子が参加し、２台の機関車の側面や運転席、
屋根の上を拭くなどの作業を行いました。
　子どもたちは、普段は間近で見ることの出来ない迫力ある巨
大な車輪や運転席に興奮しながらも、一生懸命清掃活動に取り
組んでいました。

３月23日(水)
伊香ジュニアソフトテニスのペアが市長を訪問
　伊香ジュニアソフトテニスに所属する久

く ぼ た

保田もなさん、橋
はしむら

村
香
か の ん

音さんのペアが浅見市長を訪問しました。
　２人は昨年11月に行われた県大会の小学５年生女子の部で
優勝し、全国大会への出場が決定。「ベスト４をめざして精いっ
ぱい頑張ります」と全国大会への意気込みを語った２人に市長
は、「よりよい成績をめざし、力を出し切ってください」と激励
の言葉を送りました。

４月６日(水)
ＳＮＳやマーケティングを通して地域活性化
　４月６日から新たに地域で活動する、地域おこし協力隊の委
嘱状交付が市役所で行われました。今回、協力隊として委嘱さ
れたのは小

お ば た

幡渉
わたる

さん。ふるさと納税のマーケティング等をテー
マに活動します。学生時代のマーケティング企業へのインター
ン経験や、昨年から学生起業し、企業のＳＮＳのサポートなど
を行ってきた経験を活かして長浜を盛り上げ、長浜に興味を持
つ人を増やしたいと意気込みを語りました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
政策デザイン課（☎65－6504）までお
知らせください。
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浅井図書館　５月9日㊊ ～12日㊍
湖北図書館　6月6日㊊ ～ 8日㊌
※上記以外の図書館は、通常どおり開館します。
　びわ図書館は７月、高月図書館は９月に蔵書点検を予定し
　ています。

【蔵書点検期間中にしていること】
・資料が本棚の正しい場所にあるか確認します。
・利用してもらいやすいように、資料の場所を見直します。
・本棚の後ろなど、普段できない部分の点検・清掃をします。

【お願い】
〇予約資料の用意に、通常より日数がかかる場合があります。余
　裕をもって、お早めのご予約をおすすめします。図書館ホームペ
　ージからも予約できます。
〇休館中の返却は、返却ポストをご利用ください。
〇大型絵本やカウンターへの返却をお願いした資料などは、開
　館中の図書館へお持ちください。

　不登校や登校渋りの子を持つ親をサポー
トする活動をしています。当事者や家族をサポ

　「あんなことをしてみたい」、「社会の中の
こんなことが気になる」といった気づきから

市民協働センター　コーディネーター

助成金を市民活動に活かす　30代女性　

ートできる冊子を作りたいと思い、活用できる助成金がない
か相談に伺いました。市民協働センターでは、該当する助成
金がないか一緒に探してくださり、また申請書の作成にあた
り、アドバイスもいただきました。
　その後申請が採択され、周囲の協力もあり無事にサポー
トブックを完成することができました。大きなきっかけをいた
だけたので、今後はこの冊子を必要とされる人へ届けていき
たいと考えています。

始まる、市民活動のご相談を受けています。今回はお話を伺
い、民間の公益法人が公募されている助成金をご案内しま
した。ご本人の熱意が伝わり採択されたことを嬉しく思って
います。
　小さなことでも、人に話すだけで考えが整理されるという
効果もあります。市民活動に関するご相談がありましたら、な
がはま市民協働センターまでご連絡ください。事前にご予約
をお願いします。(☎65－6525）　

子育て個別相談会・離乳食のおはなしタイム
●オンラインでの相談もできます。計測のみのご希望も、予約が必要です。
　対象や日程は、市ホームページでご確認ください。

来場される保護者および乳幼児が、次の場合は体調が回復したうえで次回健診にお越しください。
①健診当日に発熱や風邪症状が持続している。②過去２週間以内に発熱があった。③濃厚接触者の経過観察期間に該当する。
○お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。
○感染対策として、計測・診察時にバスタオルを使用しますので、ご持参ください。
○当日午前11時の時点で暴風を含む警報または特別警報が発令された場合は中止します。

長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１(子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９(保健予防事業について )

保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０保健だより

　マスクをつけることでの息苦しさから、「口
呼吸」になりやすいといわれています。
　口呼吸が習慣になると、口の中が乾燥し、
唾液の分泌量が減少して口の中の細菌が増
えます。
　その結果、口臭が強くなったり、むし歯や歯
周病になったりする可能性が高まります。
　また、口を開けたままでいることで頬の筋
肉を弱らせ、歯並びなどにも影響を及ぼすこ
ともあります。

　毎日、鼻深呼吸を５回するなど、意識的に口を閉じ、鼻呼吸
を心がけましょう。

●マスクをしたままでできる！お口の体操
　唇・舌・お口周りの筋力アップや唾液
の分泌量を増やすために、毎日の生活に
お口の体操を取り入れてみませんか。

●１年に１度は歯科健診を！
　市では、令和４年度から歯周病検診の
対象者を19歳に引き下げました。
　むし歯や歯周病などの早期発見・予防
のために歯科健診を受けましょう。
　詳しくは、市のホームページまたは『健
康づくり日程表』をご覧ください。

●ハッピー子育てチケットの利用期間を延長します
　妊娠期から出産後の時期に安心して子育てが
できるよう、保護者同士の交流や育児相談がで
きる「ハッピー子育てチケット」を母子手帳交付
時に配付しています。利用期限が「産後６か月ま
で」と記載のチケットも、今回の延長により産後
12か月まで利用できます。ぜひご利用ください。

●多胎児家庭『健診つきそいサポート』を始めます
　４か月、10か月児健診で、希望する多胎児の
保護者を対象に、多胎児ピアサポーターが受診
時に付き添います。
　空き時間に多胎児育児について相談すること
もできます(要申込)。

●訪問型の産後ケア事業を始めます
　産後ケア事業は、出産後に医療機関や自宅等で、休息や授
乳・育児相談が受けられる事業です。これまでの宿泊型およ
び日帰り型に加え、４月から訪問型を開始しています。助産師
等が自宅に訪問して、産後のケアをします。ぜひご相談くださ
い。

【対象者】
　家族等からの十分な支援がなく『出産後、体調が優れない』
など育児や授乳でお困りの人で産後12か月までの人(流産、死
産をした人も含みます）。

【申込み】  健康推進課
※�詳しくは保健センターにいる『子育てコンシェルジュ』にご相
談ください。

～マスク生活による「口呼吸」にご用心！～

乳幼児健診

▲相談会ホームページ

健　診 対象児の生年月日
会場・実施日 持ち物

保健センター
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区（通訳あり）

高月分室
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区

【共通】 母子健康手帳
　　　質問票、バスタオル
＊同伴の人は必ずマスクの着用

４か月児健診 令和４年２月 １～15日生 ６月29日(水) ６月24日(金)16～末日生 ６月30日(木)

10か月児健診 令和３年８月 １～15日生 ６月27日(月) ６月23日(木)16～末日生 ６月28日(火)

１歳８か月児健診 令和２年10月 １～15日生 ６月20日(月) ６月９日(木) 歯ブラシ
コップ16～末日生 ６月21日(火)

２歳８か月児健診 令和元年10月 １～15日生 ６月16日(木) ６月13日(月) 歯ブラシ、コップ
ささやき声検査結果票16～末日生 ６月17日(金)

３歳８か月児健診 平成30年10月 １～ 15日生 ６月６日(月) ６月３日(金) 歯ブラシとコップ
尿(清潔な容器に入れて)16～末日生 ６月７日(火)

受付時間：偶数日生まれ (13時～ 13時 35分 )　奇数日生まれ (13時 35分～ 14時 15分 )

( 予約制、要申込 )

▲「マスクをしたまま
　できるお口の体操」
　日本歯科衛生士会

▲ハッピー
　子育て事業

▲健診ホームページ

▲多胎児家庭
　支援事業

～令和４年度　母子保健事業のご紹介～
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記事広告

【申込み】 ５月２日(月)から専用の申込フォームで受け付けます。定員になり次第締め切ります。
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜伊香ツインアリーナ)☎８２－４１１９

【その他】 ・ご来館の際はマスク着用のうえお越しください。
 ・新型コロナの感染状況により、事業を延期または中止する場合があります。

春のスポーツ教室受講生募集
〇長浜市浅井B&G海洋センター

各教室５月～９月開講前期スポーツ教室　受講生募集！

〇長浜伊香ツインアリーナ

いよいよ春がやってきました！春といえばスタートの季節！
　　　心と体の健康のため自分磨きをスタートしてみませんか。

★親子で楽しく運動しよう！

★運動不足解消、筋力維持をめざそう！

◀長浜伊香ツインアリーナイベン
ト情報◀申込フォーム

◀申込フォーム ◀長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター
イベント情報

記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報をお届けします！

～新型コロナウイルス感染拡大予防対策をとり、
安全な事業運営に努めます～

【申込み】 ５月５日(木)から、右のＱＲコード(専用の申込みフォーム)で
 受付を行います。定員になり次第締め切ります。
【その他】 各教室の開講日程等詳細は、受講料お支払い時にお渡しします。
 ご来館の際はマスク着用のうえお越しください。
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜市民体育館)☎６３－９８０６

【申込み】 ５月３日(火)から専用の申込フォームで受け付けます。定員になり次第締め切ります。
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜市浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター )☎７４－３３５５

教室風景はこちら▲

申込みフォーム▶

長浜文化スポーツ振興
事業団ホームページ▶

長浜市民体育館

教室名 対象 曜日 期間・時間 受講料 定員 講師 (敬称略 ) 内容

ボディーケアヨガ教室① 一般 月 ５月23日～８月１日
13時 30分～ 14時 45分

10回
7,500 円 25人

ヨガ講師
北
きた
 京
きょうこ
子

体をほぐしながら補整し
ていくヨガ教室です。

ボディーケアヨガ教室② 一般 月 ５月23日～８月１日
15時～ 16時 15分

10回
7,500 円 25人

ヨガ講師
北 京子

体をほぐしながら補整し
ていくヨガ教室です。

ナイター硬式テニス教室 一般 月 ５月23日～８月１日
19時 30分～ 21時

10回
7,500 円 20人

公認コーチ
坂
さか
 佳
よしのり
則

初心者のための硬式テニ
ス教室です。

ビューティーヨガ教室昼コース 女性 火 ５月24日～８月２日
13時 30分～ 14時 45分

10回
7,500 円 25人

ヨガ講師
北 京子

美しく健康な身体づくり
に最適なヨガ教室です。

H
フ ラ デ ハ ウ オ リ

ulaDEHau’oli ビクス教室 一般 水 ５月18日～７月 20日
10時～ 11時 30分

10回
7,500 円 15人

フィットネス講師
藤
ふじもと
本 朋

とも こ
子

初心者のためのフィット
ネスフラダンスの教室で
す。

ビューティーヨガ教室夜コース 女性 水 ５月25日～７月 27日
19時 45分～ 21時

10回
7,500 円 25人

ヨガ講師
北 京子

美しく健康な身体づくり
に最適なヨガ教室です。

10歳若返り美身体づくり
リンパストレッチ教室 一般 木 ５月26日～８月４日

10時～ 11時
10回
7,500 円 20人

フィットネス講師
森
もり の
野 善

よしなり
誠

軽ストレッチでリンパ循
環を改善し美身体づくり
をめざします。

美姿勢ヨガ教室 一般 木 ５月26日～７月 28日
19時～ 20時 10分

10回
7,500 円 20人

ヨガ講師
村
むらかみ
上 憲

のり え
衣

猫背・ゆがみを改善し、
初心者でも無理なく進め
るヨガ教室です。

ボクシングエクササイズ教室 一般 金 ５月27日～８月 19日
13時 30分～ 14時 30分

10回
7,500 円 20人

フィットネス講師
万
まんだい
代 なつき

曲に合わせてキックやパ
ンチを行い、脂肪燃焼・
筋力アップをめざします。
お子様の付き添いＯＫ♪

パワーヨガ教室 一般 土 ５月21日～８月６日
19時～ 20時 20分

10回
7,500 円 20人

ヨガ講師
小
こばやし
林 勤

つとむ
通常より立ったポーズを
増やし運動量を多くした
ヨガ教室です。

教室名 対象 曜日 期間・時間 受講料 定員 講師 (敬称略 ) 内容

親子ＤＥ遊ビクス教室 ２, ３歳児と保護者 火 ５月17日～８月２日
10時～ 11時

10回
7,500 円

10組
20人

キッズフィットネス講師
藤本朋子

音楽に合わせて親子
で楽しくリズム体操
ができる教室です。

おやこママヨガ教室 ０～３歳児 金 ５月27日～８月 19日
10時～ 11時

10回
7,500 円

15組
30人

ヨガ講師
武
たけだ
田英

え り か
里香

親子で一緒に参加で
きるママさんのため
のヨガ教室です。

各教室５月～８月開講

教室名 対象 曜日 期間・時間 受講料
（税込） 定員 講師

（敬称略） 内容

硬式テニス教室 一般 日 ５月15日～７月 17日
10時～ 11時 30分

10回
9,500 円 15人 坂

さか
　佳
よしのり
則

初めての方から中級者の方ま
で、レベルに応じて指導しま
す！

ピラティス教室 一般 火 ５月17日～８月 30日
19時 30分～ 20時 30分

15回
12,000 円 20人 藤

ふじ た
田　美

みすみ
澄
身体の歪みからくるストレス
の軽減や肩こり、腰痛などの
予防改善に！

シェイプエアロ教室 一般 水 ５月18日～８月 24日
19時 30分～ 20時 30分

15回
12,000 円 20人 河

かわむら
村　和

かずみ
美
曲に合わせて動いて、筋力ア
ップや新陳代謝を高めてシェ
イプアップを図ろう！

リラックスヨガ教室 一般 木 ５月19日～９月１日
19時 30分～ 20時 30分

15回
12,000 円 25人 河村　和美

呼吸と体の動きを合わせて、
バランス力の向上や心身のリ
フレッシュに！

教室名 対象 曜日 期間・時間 受講料
(税込 ) 定員

講師
（敬称略） 内容

かんたん
エアロ＆ストレッチ 一般 月 ５月９日～９月 12日

10時～ 11時
16回

13,000 円 20人 藤田　美澄
エアロビクスとストレッチの
要素を取り入れた教室です。
心肺機能の改善や骨粗鬆症の
予防にも効果的です。

親子DEフラダンス教室

４歳～小学
６年生の親
子 (お子様
だけの参加
も可能 )

月 ５月９日～９月 12日
18時～ 19時

16回
親子ペア
24,000 円
お子様のみ
13,000 円

15人
カラニアーケア
滋
し が
賀インストラクター

親子で楽しくコミュニケーシ
ョンを取りながらフラダンス
を学びます。広い体育館で曲
に合わせて楽しく踊りましょ
う。

ボクシングエクササイズ
教室 一般 火 ５月17日～９月６日

10時 30分～ 11時 30分
16回

13,000 円 20人 万
まんだい
代　なつき

曲に合わせてキックやパンチ
を行い、脂肪燃焼・筋力アッ
プをめざします。

ポル・ド・ブラ教室 一般 火 ５月17日～９月６日
18時 45分～ 19時 45分

16回
13,000 円 20人 N

ナ ン シ ー
ancy

バレエの動きを取り入れ、ゆ
っくりとした動きでエレガン
トに踊ります。体幹を鍛え、
美しい身体を作ります。

S
サ ル セ ー シ ョ ン
ALSATIONⓇ教室 一般 火 ５月17日～９月６日

20時～ 21時
16回

13,000 円 20人 Nancy
歌詞を踊りで表現して機能的
に身体を動かすフィットネス
プログラムです。

産後ママの
ためのヨガ教室

産後 4か月
～ 1歳半程
度のお子様
のお母さん

木 ５月12日～９月 22日
10時 30分～ 11時 30分

16回
13,000 円 10人 川

かわ せ
瀬　佑

ゆ み
美

産後ママのボディーメイク
や、身体の不調やストレスを
軽減します。

リラックスヨガ教室 一般 木 ５月12日～９月 22日
13時～ 14時

16回
13,000 円 20人 川瀬　佑美

優しい音楽とともに、身体を
ほぐして、心と身体のストレ
ッチをします。
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お
知
ら
せ

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

有料広告欄

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談・
人権相談

５月10日 ( 火 )・６月１日 (水 )
13 時～15時
※６月１日(水 )は人権相談のみ

西浅井まちづくりセンター
(西浅井町大浦 )

行政相談
　滋賀行政監視行政相談センター
　(☎０７７－５２３－１１００)

人権相談
　大津地方法務局長浜支局
　(☎６２－０５６５)

５月10日 ( 火 )・６月７日( 火 )
10 時～12時 びわ高齢者福祉センター ( 難波町 )

５月11日 (水 )・６月１日 (水 )・８日 (水 )
13 時～15時
※６月１日(水 )は人権相談のみ

高月支所 ( 高月町渡岸寺 )

５月12日 (木 )・19日 (木 )・26日 (木 )・
６月２日(木 )・９日 (木 )　10 時～12時
※ ５月26日 (木 )・６月９日 (木 )は人権相談のみ

さざなみタウンながはま文化福祉プラザ
( 高田町 )

５月19日 (木 )・６月１日 (水 )
10 時～12時
※６月１日(水 )は人権相談のみ

木之本まちづくりセンター
(木之本町木之本 )

５月25日 (水 )・６月１日 (水 )
10 時～12時
※６月１日(水 )は人権相談のみ

社協湖北センター (湖北町速水 )

５月26日 (木 )　10 時～12時
※人権相談のみ

社協木之本福祉ステーション
(木之本町千田 )

６月１日 (水 )・３日 ( 金 )　10 時～12時
※６月１日(水 )は人権相談のみ 浅井支所 (内保町 )

６月３日 (金 )　13 時～15時 余呉まちづくりセンター (余呉町中之郷 )
６月６日 (月 )　10 時～12時 虎姫まちづくりセンター (田町 )

結婚相談

５月７日( 土 )　10 時～12時
さざなみタウンながはま文化福祉プラザ
( 高田町 )

社会福祉課 (☎６５－６５３６)
※ 登録は市ホームページ「結婚支
援」で検索または下記ＱＲコード
から。
※ いずれの会場も提供
　できる情報は同じで
　す。

５月12日 (木 )・19日 (木 )・26日 (木 )
18 時～20 時
５月６日(金 )・11日 (水 )・18日 (水 )
15時～17時 高月まちづくりセンター ( 高月町渡岸寺 )
５月28日 ( 土 )　10 時～12時

女性の悩み
相談★

５月12日 (木 )・６月２日 (木 )
10 時～13 時 市民交流センター (地福寺町 )

平日：人権施策推進課
(☎６５－６５５６専用ダイヤル)
土日祝：市民交流センター
(☎６５－３３６６)５月21日 ( 土 )　13 時～16 時

一日年金
相談所★ ５月19日 (木 )　10 時～16 時 市役所本庁舎５階５ーＣ会議室

( 八幡東町 )
彦根年金事務所　お客様相談室
予約受付専用ダイヤル
(☎０７４９－２３－５４８９)

■各種無料相談　★印は予約が必要です。 ◆
湖
北
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
４
回

　
定
期
演
奏
会

日
５
月
22
日(

日)

開
場
13
時
、
開
演

14
時
場
木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー

ル(

木
之
本
町
木
之
本)

内
音
楽
：

シ
ュ
ー
マ
ン
交
響
曲
第
４
番
、大
学

祝
典
序
曲
、
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ

他
費
８
０
０
円(

全
席
自
由)

※
前

売
り
の
み
申
木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク

ホ
ー
ル
、
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
、
長
浜

文
化
芸
術
会
館
、
長
浜
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
問

湖
北
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

北き
た

村む
ら(

☎
62
・

１
０
７
４)

◆
琴
・
四
季
の
会

　
大
正
琴
コ
ン
サ
ー
ト

日
５
月
22
日(

日)

開
場
13
時
、

開
演
13
時
30
分
場
長
浜
文
化
芸

術
会
館(

大
島
町)

内
尺
八
：
都と

山ざ
ん

流り
ゅ
う 

竹ち
く

楓ふ
う

会か
い

、
舞
踊
：
秀

し
ゅ
う

麗れ
い

会か
い

、

唄
：
〜L

リ
ー
フ
ァ

efa

〜
費
１
，
０
０
０
円

(

当
日
１
，
３
０
０
円)

申
前
売
所

(

長
浜
文
化
芸
術
会
館
、
長
浜
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
平
和
堂
ア
ル

プ
ラ
ザ
長
浜)

ま
た
は
左
記
に
電

話
。
問
琴
・
四
季
の
会 

藤ふ
じ

川か
わ(

☎

０
９
０・９
１
９
４・６
８
６
８)

◆
桐き

り

畑は
た

珠じ
ゅ

里り

の
紙
芝
居
落
語

日
５
月
29
日(

日)

13
時
30
分
開
演
内

紙
芝
居
落
語
、
他
２
席
場
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー(
地
福
寺
町)

費
５
０
０

円
申
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
直
接

申
込
。
問
白
扇
落
語
会
事
務
局 

森も
り

(

☎
０
９
０・８
５
６
５・７
５
５
８)

◆
弓
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
５
月
10
日(

火)

〜
６
月
10
日

(

金)

の
毎
週
火
・
金
曜
日
19
時
30

分
〜
21
時
場
長
浜
市
民
弓
道
場(

宮

前
町)

対 

18
〜
70
歳
定
先
着
20
人
費

５
，０
０
０
円(

全
10
回
、保
険
料
を

含
む)

申
初
回
日
道
場
で
。
問
長
浜

市
民
弓
道
場(

☎
63
・
０
２
１
２)

※
火
・
木
曜
日
19
時
30
分
〜
21
時

◆
健
康
教
室

日
５
月
12
日(

木)

13
時
30
分
〜
場
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地
福
寺
町)

内

糖
尿
病 

高
血
糖
に
潜
む
リ
ス
ク
講

華
房
ク
リ
ニ
ッ
ク 

華は
な

房ふ
さ　
順

じ
ゅ
ん

子こ

問

湖
北
医
師
会(

☎
65
・
３
６
０
０
）

◆
小
堀
遠
州
四し

酔す
い

会か
い

記
念
講
演
会

小
堀
遠
州
ゆ
か
り
の
小
室
城
を
語

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い「
近お

う
み江
孤こ

篷ほ
う

庵あ
ん

」に
現
存
す
る
約
３
０
０
の
墓
地

が
、長
浜
市
に
よ
り
調
査
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
調
査
や
成
果
に
つ
い
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
５
月
17
日(

火)

14
時
〜
15
時

30
分
場
五
先
賢
の
館(

北
野
町)

講

元
長
浜
城
歴
史
博
物
館
館
長 

太お
お

田た 

浩ひ
ろ

司し

定
先
着
25
人
費
入
館
料

３
０
０
円
※
小
中
学
生
１
５
０
円

申
５
月
１
日(

日)

か
ら
電
話
で
。
問

五
先
賢
の
館
※
水
・
木
曜
日
・
祝

日
翌
日
休
館(

☎
74
・
０
５
６
０)

◆
赤
谷
の
里
料
理
講
習
会

日
６
月
12
日(

日)

、
７
月
17
日(

日)

、

９
月
４
日(

日)

、
11
月
20
日(

日)

、

11
月
27
日(
日)

場
赤
谷
荘(

小
谷

丁
野
町)
内
湖
魚
の
佃
煮
、
鯖
寿

司
な
ど
定
各
10
人
費
１
，
２
０
０

円
／
回
申
電
話
で
。
締
５
月
31

日(

火)

問
赤
谷
の
里 
河か

わ

毛け(

☎

０
９
０・１
１
３
８・０
９
４
２)

◆
一
日
回
峰
行
参
加
者
募
集

小
谷
城
址
東
側
山
麓
で
新
緑
と
歴

史
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
約
８

㎞ 
コ
ー
ス
に
、西に

し

原は
ら

雄た
け

大ひ
ろ

学
芸
員
が

同
行
し
解
説
し
ま
す
。

日
５
月
14
日(

土) 

９
時
集
合
〜
14

時
下
山
予
定
※
悪
天
候
時
５
月
22

日(

日)

場
五
先
賢
の
館(

北
野
町)

対

小
学
生
以
上(

３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴)

定
先
着
50
人
費
２
０
０

円(

小
中
学
生
無
料)

持
山
登
り
が

で
き
る
服
装
、
昼
食
、
雨
具
他
マ
ス

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
申

５
月
10
日(

火)

ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
問
五
先
賢

の
館
※
水
・
木
曜
日
・
祝
日
翌
日

休
館(

☎
74
・
０
５
６
０
／
FAX 

74
・

０
９
１
０)

gosenken@
zd.ztv.ne.jp

◆
全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者
募
集

日
８
月
15
日(

月)

場
日
本
武
道
館

(

東
京
都
千
代
田
区)

対
戦
没
者
の

遺
族
で
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が

で
き
る
県
内
在
住
の
人
定 

10
人

(

応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。
定
員
人

数
は
変
更
の
可
能
性
あ
り)

費
５
，

０
０
０
円
程
度
申
①
郵
便
番
号
、
②

住
所
、③
氏
名(

ふ
り
が
な)

、④
生
年

月
日
、⑤
年
齢
、⑥
性
別
、⑦
戦
没
者

と
の
続
柄
、
⑧
電
話
番
号
、
⑨
戦
没

者
の
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
⑩
戦
没
者

の
本
籍
都
道
府
県
名
、
⑪
陸
・
海
軍

の
別
を
記
入
し
て
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス

で
。
締
５
月
31
日(

火)

消
印
有
効
他

以
前
に
参
加
し
て
い
る
人
や
、
し
ょ

う
が
い
の
あ
る
人
で
介
助
者
の
同

行
を
必
要
と
す
る
場
合
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
抽
選
結
果
は
６
月
下
旬
に
通
知

し
ま
す
。
問
滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策

課(

☎
０
７
７・
５
２
８・
３
５
１
４

/

FAX 

０
７
７・
５
２
８・
４
８
５
０)

〒
５
２
０・８
５
７
７ 

大
津
市
京
町

４・１・１

講
座・教
室

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

催
　
し

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
７月号：５月20日(金)　８月号：６月22日(水)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは政策デザイン課(☎65－6504）までお問合せください。

募
　
集

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

５・６
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ

ス
ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
検

査
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

５
月
１
日
、３
日
、４
日
、５
日
、

　
　
８
日
、15
日
、22
日
、29
日

６
月
５
日
、12
日
、19
日
、26
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
時
30
分
〜
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】 

９
時
〜
18
時

【
診
療
科
】 

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１・２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療
券
・

お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手
帳(

乳

幼
児
の
場
合)

を
お
忘
れ
な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始(

12
月
30
日
〜
１
月
３
日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

▲
し
が
ネ
ッ
ト

　
受
付
サ
ー
ビ
ス

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

５
月
の
税
・
料

〇
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

〇
軽
自
動
車(

種
別
割)

市
税
・
料
の
納
め
方
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
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人口と世帯数
令和４年４月１日現在

人口 １１５，４６４人 （－162）
男 ５６，５２１人 （－115）
女 ５８，９４３人 （－47）
世帯数 ４６，９４８世帯（＋ 176）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Facebook

長浜市ほっとにゅ～す
Facebook
長浜市教育委員会

Instagram
＃長浜ちょぴっく

YouTube
はま～るtb.

広報紙をスマホで
マチイロ

災害・防災情報を配信
ＬＩＮＥ

　
今
月
は
、
翼
を
広
げ
る
と
1.6
メ
ー
ト

ル
に
も
な
る
大
型
の
タ
カ
の
仲
間
で
、

「
ト
ン
ビ
」
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
ト
ビ

の
子
育
て
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
長
浜
市
は
、
周
辺
市
町
に
比
べ
ト
ビ

の
生
息
密
度
が
高
い
地
域
で
す
。
こ

れ
は
、
漁
港
や
田
園
等
で
エ
サ
と
な
る

弱
っ
た
魚
や
、
小
動
物
が
多
く
存
在
す

る
か
ら
で
す
。

　
今
の
季
節
の
ト
ビ
は
、
湖
岸
や
社
寺

林
な
ど
の
大
木
に
大
き
な
巣
を
作
っ

て
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。
親
が
熱

心
に
エ
サ
を
運
ん
だ
り
、
巣
を
補
強
し

た
り
し
て
い
る
姿
か
ら
は
、
私
た
ち
人

間
と
同
じ
よ
う
な
深
い
愛
情
が
感
じ

ら
れ
、実
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
困
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
巣
の
材
料
に
、
ど
こ
か
ら
か

拾
っ
て
き
た
ビ
ニ
ー
ル
製
品
を
使
う

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
柔
ら
か
く
軽
い

ビ
ニ
ー
ル
は
、
ト
ビ
に
と
っ
て
は
夢
の

建
材
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雨
水

が
た
ま
り
、
卵
や
ヒ
ナ
を
水
没
さ
せ
て

死
な
せ
て
し
ま
う
、
と
て
も
危
険
な
巣

材
で
す
。

　
野
鳥
セ

ン
タ
ー
か

ら
は
４
か

所
も
の
巣

を
直
接
観

察
す
る
こ

と
が
で
き

ま
す
が
、

ど
こ
も
ビ

ニ
ー
ル
が
巣
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
子

育
て
が
安
全
に
で
き
る
よ
う
に
、「
ビ

ニ
ー
ル
製
品
を
使
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」

と
教
え
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
で
ハ
ラ

ハ
ラ
見
守
る
季
節
で
す
。

 問  

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

エピソード　22
「トビの子育て」

このエピソードを紹介する
おもしろ動画はコチラ

今
月
の
表
紙
長
浜
曳
山
祭
「
壽こ
と
ぶ
き
ざ
ん山 

Ｇご

え

も

ん

Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
石い
し
か
わ
ご

川
五
右え

も

ん
衛
門
」
の
一
幕
で
す
。

今
回
は
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
、
本
来
の
祭
に
近
い
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
精
一
杯
演
じ
る
役
者
た
ち
の
姿
は
、
多
く
の
人
々
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

 
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
動
画
配
信
な
ど
、
食

品
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
に
活
動
す
る
熊
谷
さ

ん
。
そ
の
活
動
に
は
様
々
な
思
い
や
背
景
が

あ
り
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
、
父
の
勧
め
で
始
め
た
中
小
企

業
診
断
士
の
勉
強
を
き
っ
か
け
に
、
実
習
で

多
く
の
会
社
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
熊
谷
さ

ん
。
以
前
は
会
社
と
聞
く
と「
営
利
」と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
営

利
だ
け
で
な
く
様
々
な
想
い
の
も
と
活
動
す

る
会
社
の
姿
に
感
銘
を
受
け
、
自
身
も
い
つ

か
想
い
を
形
に
で
き
る
仕
事
を
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
経
験
を
積
む
た
め
に

京
都
で
就
職
し
な
が
ら
、
創
業
塾
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
講
習
な
ど
に
参
加
し
、
様
々
な
こ
と
を

学
び
ま
す
。
通
っ
て
い
た
料
理
教
室
で
は
、

普
段
は
捨
て
て
い
た
野
菜
の
葉
っ
ぱ
な
ど
も

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
や
食
品
ロ
ス
の

現
状
を
知
り
、
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
２
年
前
に
、
夫
の
実
家
が
あ
る

長
浜
に
引
っ
越
し
て
き
た
こ
と
が
人
生
の
転

機
に
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、

「
起
業
す
る
な
ら
今
だ
」
と
思
っ
た
と
い
い

ま
す
。「
後
悔
し
た
く
な
い
。
で
き
る
こ
と

は
や
り
き
っ
た
と
胸
を
張
り
た

い
」
と
引
越
し
後
退
職
し
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
色
々
な
場

に
出
向
い
た
り
、
食
品
ロ
ス
の
現

状
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
映

画
上
映
や
、
規
格
外
野
菜
ス
ー
プ

を
販
売
し
た
り
と
活
発
に
活
動

し
ま
す
。
都
会
で
な
け
れ
ば
大

き
な
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

と
心
の
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
た

熊
谷
さ
ん
で
し
た
が
、
市
主
催
の
起
業
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、「
小
さ
な
街
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
前

向
き
に
な
れ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
事
業
化

へ
の
伴
走
支
援
を
し
て
も
ら
え
た
だ
け
で
な

く
、
長
浜
で
頑
張
っ
て
活
動
し
よ
う
と
す
る

仲
間
に
も
出
会
え
、
さ
ら
な
る
人
脈
の
拡
が

り
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。そ
し
て
つ
い
に
、

家
族
や
仲
間
、周
り
の
人
の
支
え
も
あ
り
、食

べ
物
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
想

い
を
込
め
た「
農
業
体
験
塾
す
く
す
く
」と
い

う
事
業
を
こ
の
春
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
に
農
業
体
験
を
し
て
も
ら
う

と
同
時
に
、
子
育
て
で
自
分
の
時
間
を
持
て

な
か
っ
た
経
験
か
ら
、
保
護
者
に
自
分
の
時

間
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ

り
ま
す
。「
３
月
に
行
っ
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

で
は
喜
び
の
声
も
聞
け
て
嬉
し
か
っ
た
」
と

手
応
え
も
。

　
「
や
る
か
や
ら
な
い
か
迷
っ
た
ら
や
る
ほ
う

を
選
ぶ
。
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
自
分
で

決
め
る
こ
と
」と
、
自
身
の
道
を
自
ら
切
り
拓

い
て
き
た
熊
谷
さ
ん
。
走
り
出
し
た
事
業
に

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
色
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
未
来
に
胸
を
躍
ら
せ
ま
す
。

提供：石
いし

川
かわ

 眞
まさ

人
と

 氏

熊
く ま

谷
が い

 理
さ と

美
み

さん
(西浅井町集福寺)

わけわけDeli 代表

想いをカタチに


